
旧岡方村にお住まいの

平井 才一郎さ ん・いづみさ んの

こんにちは「あんな」です。
歩くのが、とっても上手になったよ。
いつも　お兄ちゃん達のあとを
おっかけてるの。
散歩も寒くても　へっちゃらよ。

ち
き

ゅう
にやさし

い

み
ど
り

を
まもるリサ

イ
ク
ル

「広報しもだ」は100％再生紙を使用しています

    
下
田
市
は
あ
い
さ
つ
運
動
実
践
中　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長女   杏   奈 ち ゃ ん （1歳1 ヵ 月 ） 
あん な

朝
一
番

明
る
い
笑
顔
と

元
気
な
あ
い
さ
つ

朝
一
番

明
る
い
笑
顔
と

元
気
な
あ
い
さ
つ

朝
一
番 

明
る
い
笑
顔
と 

元
気
な
あ
い
さ
つ

広報しもだ  ２００７.１ 月号
 　　　　　　　　　　下田市ホームページ　http:/ /www.city.shimoda.shizuoka.jp/
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下
田
市
内
の
指
定
文
化
財

下下
田田
市市
内内
のの
指指
定定
文文
化化
財財

下
田
八
幡
神
社 
鰐  
口 

わ
に 
ぐ
ち

　

初
詣
や
厄
払
い
、
陰
祭
り
や
例

大
祭
（
下
田
太
鼓
祭
）
な
ど
で
知

ら
れ
る
下
田
八
幡
神
社
に
は
、
下

田
と
い
う
町
の
成
り
立
ち
を
考
え

る
上
で
重
要
な
証
拠
と
な
る
鰐
口

が
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�

　
 
八  
幡  
神 
と 
牛  
頭  
天  
王 
、
天
照  
皇

は
ち 
ま
ん 
し
ん 

ご 

ず 
て
ん 
の
う     
あ
ま
て
ら
す
お
お

 
大
神 
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
神
社

み
か
み

縁
起
に
は 
天  
治 
２
年 （
１
１
２
５
）、

て
ん 
じ

稲
生
沢
川
の
中
州
に
出
現
し
た
牛

頭
天
王
を
祀
っ
た
の
が
初
め
と
さ

れ
、
鎌
倉
時
代
後
期
の
正 
応

    

年
間

し
ょ
う
お
う

に
は
若
宮
が
創
建
さ
れ
た
と
い
い

ま
す
。
室
町
時
代
後
期
の
永 
正

    

４

え
い
し
ょ
う

年
（
１
５
０
７
）
に
八
幡
神
社
が

再
建
さ
れ
、
や
が
て
下
田
を
代
表

す
る
神
社
と
な
り
ま
し
た
。
江
戸

時
代
初
め
に
は
縄
地
金
山
奉
行
大

久
保 
長  
安 
に
よ
っ
て
社
殿
が
修
造

な
が 
や
す

さ
れ
る
な
ど
、
下
田
奉
行
を
は
じ

め
多
く
の
人
々
に
崇
拝
さ
れ
な
が

ら
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	

　

鰐
口
は
寺
社
仏
閣
に
参
拝
す
る

と
き
に
鳴
ら
す
鐘
の
こ
と
で
す
。　

　

下
田
八
幡
神
社
の
鰐
口
は
、
江

戸
時
代
に
神
社
裏
山
か
ら
掘
り
出

さ
れ
た
も
の
で
、
銘
文
に
は
「
下

田
村
若
宮
」「
応
永
６
年
（
１
３
９

９
）、
大
願
主
平 
良
盛

     

」
と
記
さ
れ

た
い
ら
の
よ
し
も
り

て
い
ま
す
。注
目
す
べ
き
は
南
北
朝
・

室
町
時
代
初
期
に
あ
た
る「 
応  
永 
」

お
う 
え
い

と
い
う
年
号
と
「
下
田
村
」
と
い

う
地
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
こ
と
で

す
。
こ
れ
が
文
字
と
し
て
残
る

「
下
田
」の
最
も
古
い
例
で
あ
り
、

こ
の
時
代
に
下
田
が
村
落
と
し
て

成
立
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
証
拠

と
な
っ
て
い
ま
す
。
鰐
口
は
青
銅

製
で
、
面
の
直
径
は
約　

セ
ン
チ

２２

で
す
。
願
主
で
あ
る
平
良
盛
の
人

物
像
に
つ
い
て
は
残
念
な
こ
と
に

記
録
が
無
く
、地
元
の
有
力
者
だ
っ

た
と
い
う
こ
と
し
か
わ
か
っ
て
い

ま
せ
ん
。

　

下
田
に
い
つ
ご
ろ
村
が
で
き
た

の
か
は
定
か
で
あ
り
ま
せ
ん
が
、

室
町
時
代
に
は
下
田
村
と
呼
ば
れ

る
村
落
が
あ
っ
た
こ
と
を
下
田
八

幡
神
社
の
鰐
口
は
物
語
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
稲
生
沢
川
河
口
の

湿
地
帯
で
あ
っ
た
た
め
大
き
な
村

に
は
な
ら
ず
、
今
日
に
つ
な
が
る

よ
う
な
町
が
形
成
さ
れ
た
の
は
、

上
方
と
江
戸
を
結
ぶ
海
上
交
通
の

中
継
地
と
し
て
下
田
が
大
繁
栄
し

た
江
戸
時
代
以
降
の
こ
と
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

ア
ク
セ
ス

伊
豆
急
下
田
駅
よ
り　

徒
歩
５
分

問
合
せ
先

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

�
�
５
０
５
５

下田八幡神社

下田八幡神社『ペリー
提督日本遠征記』挿絵

下田八幡神社蔵　鰐口


